
ス
テ
ッ
プ
２

人
材
戦
略
を
検
討
し
ま
し
ょ
う

ス
テ
ッ
プ
１
で
人
材
面
の
課
題
を

見
つ
め
直
し
た
結
果
、
自
社
で
求
め

る
人
材
の
タ
イ
プ
が
「
中
核
人
材
」

な
の
か
、「
業
務
人
材
」
な
の
か
が

明
確
に
な
り
ま
す
。「
中
核
人
材
」
と

「
業
務
人
材
」
に
つ
い
て
は
図
１
の

と
お
り
で
す
。
求
め
る
人
材
の
タ
イ

プ
を
確
認
す
る
た
め
に
は
、
担
っ
て

ほ
し
い
業
務
内
容
や
責
任
範
囲
な
ど

を
明
確
に
し
、
必
要
な
ス
キ
ル
・
能

力
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

人
材
戦
略
の
方
向
性
は
求
め
る
人
材

に
応
じ
て
、
図
２
の
と
お
り
大
き
く

３
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
中
核
人
材
採
用
型
。
即
戦
力
と
な

る
中
核
人
材
を
採
用
す
る
こ
と
で
、

新
た
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
込
み
、
自
社

の
経
営
課
題
の
解
決
に
つ
な
げ
ま
す
。

②
中
核
人
材
育
成
型
。
社
内
の
人
材

を
時
間
を
か
け
て
長
期
的
な
目
線
で

計
画
的
に
育
成
を
す
る
こ
と
で
自
社

の
経
営
課
題
の
解
決
に
つ
な
げ
ま
す
。

③
業
務
人
材
採
用
・
育
成
型
。
業
務

を
遂
行
す
る
人
材
を
採
用
す
る
、
あ

る
い
は
社
内
の
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
で
自
社
の
経
営
課
題
の
解
決
に
つ

な
げ
ま
す
。

　
こ
の
３
つ
の
人
材
戦
略
か
ら
自
社

の
方
向
性
を
決
定
し
、
具
体
的
な
対

策
を
検
討
し
ま
す
。
も
し
、
複
数
の

人
材
戦
略
の
取
り
組
み
を
検
討
し
て

い
る
場
合
は
、
自
社
の
経
営
資
源
を

ふ
ま
え
た
う
え
で
優
先
順
位
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
検
討
し
、
実
行
に
移
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ス
テ
ッ
プ
３

人
材
戦
略
を
実
行
し
ま
し
ょ
う

　
人
材
戦
略
を
実
行
す
る
う
え
で
は
、

人
材
の
確
保
手
段
の
検
討
と
社
内
の

環
境
整
備
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
図
３
で
は
６
つ
の
人
材
の

確
保
手
段
と
３
つ
の
社
内
の
環
境
整

備
方
法
に
つ
い
て
、
そ
の
取
り
組
み

に
あ
た
っ
て
の
ポ
イ
ン
ト
と
、
先
ほ

ど
示
し
た
人
材
戦
略
の
３
つ
の
方
向

性
の
う
ち
、
有
効
と
な
る
手
段
・
方

法
を
示
し
て
い
ま
す
。
人
手
不
足
を

解
消
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
自
社

に
あ
う
社
内
の
環
境
整
備
を
行
い
、

そ
の
後
、
人
材
の
確
保
手
段
を
検
討

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
実
際
の
事
例
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。

　昨今の人材不足を解消する手段として、中小企業庁は2023年６月に「中小企業・小規模事業者人材活用
ガイドライン」を発表しました。ここであげられている３つのステップのうち、前号（2023年11月１日・第142号）
では１つ目のステップ（経営課題と人材課題を見つめ直す）を紹介しました。今回は、その続きについて
ご紹介します（前号は当社ＨＰに掲載しています）。

３つのステップで考える人材戦略②
―社内の人事制度を見直す

出所：中小企業庁「中小企業・小規模事業者人材活用ガイドライン」より当社にて作成

図 2　人材戦略の３つの方向性

出所：中小企業庁「中小企業・小規模事業者人材活用ガイドライン」より当社にて作成

中核人材 • 各部門の中枢として、高度な業務・難易度の高い
業務を担う人材
•組織の管理・運営の責任者となっている人材
•複数の人員を指揮・管理する人材
•高い専門性や技術を有している人材
•将来、経営層の一員として想定される人材

• 業務上の様々な業務において
中核を担う人材

• 高度な専門性を有する人材

業務人材 • 各部門において、比較的定型的な業務を担う人材
•組織の管理・運営の責任者となっていない人材
•中核人材の指揮・管理のもと業務を行う人材
•中核人材の補助的な業務を行う人材
•その他、高い専門性や技術レベル、習熟度を有し
ていないが、事業の運営に不可欠たる労働力を提
供する人材

• 事業運営において、各部門／
業務の遂行を担う人材

• 専門性や技術レベルは高くな
いが、事業の運営に不可欠
たる労働力を提供する人材

図 １　「中核人材」と「業務人材」

人材確保手法
外部から確保 社内で育成

求
め
る
人
材
の
レ
ベ
ル

中
核
人
材

①中核人材採用型 ②中核人材育成型

即戦力となる中核人材を採用する
新たなノウハウの取込みが期待できる
自社のミッション／ビジョン／バリュー
に共感する人材を採用することが重要

社内人材を中核人材に育成する
社内人材のモチベーション向上が期
待できる
時間を要するので、計画的な取り組
みが必要

業
務
人
材

③業務人材採用・育成型
業務を遂行する人材を採用あるいは育成で確保する
柔軟な働き方ができる環境の整備が重要
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社
内
の
環
境
整
備
の
実
施
で

円
滑
な
人
材
確
保
を
行
う

　
介
護
事
業
等
、
複
数
の
事
業
を
展

開
す
る
事
業
者
が
、
介
護
事
業
所
を

増
や
し
て
い
く
一
方
で
、
責
任
者
を

担
え
る
人
材
の
育
成
が
追
い
付
い
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
人
材
の

採
用
を
事
業
所
ご
と
で
個
別
に
行
っ

て
い
た
こ
と
か
ら
求
人
広
告
に
見
合

っ
た
採
用
が
で
き
て
い
る
か
十
分
に

検
証
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
ま
ず
全
社
的
な
人
事
を

統
括
す
る
責
任
者
を
配
置
し
、
そ
の

後
事
業
所
ご
と
で
は
な
く
、
全
社
的

に
採
用
活
動
が
で
き
る
よ
う
な
体
制

を
構
築
し
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、

従
業
員
の
評
価
制
度
が
な
く
、
事
業

所
ご
と
の
上
司
の
属
人
的
な
評
価
に

頼
っ
て
い
ま
し
た
が
、
外
部
の
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら

人
事
評
価
制
度
を
構
築
し
、
評
価
の

透
明
化
、
公
正
化
を
図
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
採
用
活
動
に
使
っ
て

い
た
コ
ス
ト
を
大
幅
に
削
減
す
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
人

事
評
価
制
度
の
も
と
で
体
系
的
に
評

価
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
評
価
者
と

の
対
話
の
な
か
で
評
価
さ
れ
る
者
が

自
分
に
足
り
な
い
要
素
が
明
確
に
な

り
、
業
務
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向

上
や
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

＊
　
　
＊
　
　
＊

　
人
材
が
不
足
し
た
ら
新
し
い
人
材

を
今
ま
で
ど
お
り
の
採
用
方
法
で
補

お
う
と
し
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

確
か
に
目
の
前
の
人
材
不
足
の
解
消

に
は
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
が
、
離

職
者
が
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
根
本
的

に
人
材
不
足
の
問
題
は
解
消
し
ま
せ

ん
。
あ
る
調
査
で
は
転
職
理
由
と
し

て
「
給
与
が
低
い
」
以
外
に
も
、「
昇

給
が
見
込
め
な
い
」、「
昇
進
・
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
が
見
込
め
な
い
」
と
い

っ
た
よ
う
な
も
の
が
多
い
そ
う
で
す
。

　
そ
こ
で
、
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
人

事
制
度
を
見
直
し
、
戦
略
的
に
人
材

の
確
保
を
し
て
み
る
の
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
時
代
に
あ
っ
た
制
度
づ

く
り
を
行
い
、
適
切
に
運
用
で
き
て

は
じ
め
て
人
事
制
度
は
機
能
し
ま
す
。

当
社
で
は
人
事
制
度
の
構
築
や
改
定

の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
京
都
総
研
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

調
査
部
長

　楢
舘
孝
寿

研
究
員

　藤
木
雄
介
）

■
参
考
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

中
小
企
業
庁
：「
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
人
材
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

https://w
w
w
.chusho.m

eti.go.jp/keiei/
koyou/hitodebusoku/guideline.htm

l

出所：中小企業庁「中小企業・小規模事業者人材活用ガイドライン」より当社にて作成

図 3　人材の確保手段と社内の環境整備方法

取り組みのポイント
有効な「人材戦略の方向性」

中核人材の
採用

中核人材の
育成

業務人材の
採用・育成

人
材
の
確
保
手
段

中途採用 新たな採用対象、採用手法、採用時期などに視野を広げ、自社にあった採
用戦略を検討する。 〇 〇

新卒採用 学生に企業について知ってもらう接点を増やす（学校主催の就職説明会の参
加、ＨＰ、ＳＮＳ等での情報発信）。 〇

副業・兼業／
シニア人材等の活用

副業・兼業人材の活用、経験・ノウハウが豊富なシニア人材の活用など、人
材層や働き方の視野を広げる。 〇

OJTによる人材育成 実務を通じて実践的なスキルや知識の習得を目指し、課題や成果を定期的に
振り返ることで、より効果的な内容にアップデートしていくことが重要である。 〇 〇

Off-ＪＴによる人材育成 
（リスキリング）

人材育成の方向性を踏まえて研修を選択し、研修で得た経験を社内にフィー
ドバックする仕組みを設ける。 〇

副業・兼業人材による 
人材育成

副業・兼業人材に予め、経営者から人材の育成方針と役割を説明し、理解し
てもらったうえで、既存従業員と業務やプロジェクトに協働して取り組む体制
づくりが有効である。

〇 〇

社
内
の
環
境
整
備
方
法

人事評価制度の策定・見直し 
キャリアパスの見える化

人事評価制度を企業のミッション／ビジョン／バリューや求める人材像と連動
させることで企業が従業員にどうなってほしいか明確になる。 〇 〇 〇

労働条件・処遇の見直し 
テレワーク

従業員が働きやすく働き甲斐のある職場とするため、休暇取得が取りやすい
環境や、残業時間を減らす取組が重要である。労働生産性の向上、従業員
の健康管理やエンゲージメントの向上、ひいては人材確保につながる。

〇 〇 〇

業務の「マニュアル化」 
「デジタル化」による 

業務効率化・アウトソーシング

業務フローを改善していくために、業務マニュアルを作成し、定期的な見直
しを図っていく。また、ＩＴ・デジタル化を図り、人員を付加価値の高い作業
に充てていく。必要に応じて、アウトソーシング (外部化 )を検討していく。

〇 〇 〇
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